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会  議  録  

会 議 の 名 称 
行田市立太田西小学校・太田東小学校再編成準備委員会  
第３回学校運営部会  

開 催 日 時 
令和４年２月２２日（火）  
開会：午後６時３０分・閉会：午後７時１０分  

開 催 場 所 太田公民館  会議室  

出 席 者  
（ 委 員 ）  
氏 名 

小川勢津雄委員、小倉晴美委員、野田由香梨委員、  

新井さやか委員、柿沼肇委員、金久保由美子委員、  

清水高明委員、宮本美輝委員  

欠 席 者  
（ 委 員 ）  
氏 名 

斉藤直子委員、鈴木弘子委員、中里正委員、河野恭男委員  

事 務 局 長島教育総務課長、角田主査、田沼主任  

会 議 内 容 
(1) 校章について  

(2) 開校・閉校事業について  

会 議 資 料 

・第３回学校運営部会  次第  

・資料  

・募集要項（案）  

そ の 他 必 要 
事 項 
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 発  言  者   会議の経過（議題・発言内容・結論等）  

事務局  

 

 

 

 

 

 

清水副部会長  

 

 

事務局  

 

清水副部会長  

 

A 委員  

 

 

清水副部会長  

 

 

 

 

清水副部会長  

 

 

事務局  

 

清水副部会長  

１  開会  

 本日、中里部会長が所用により欠席と連絡を受けているので、

進行については、設置要綱に基づき、清水副部会長にお願いする。 

 

２  議題  

(1) 校章について  

(2) 開校・閉校事業について  

 本日は、校章と開校・閉校記念事業について議題とする。  

はじめに、校章について事務局に説明をお願いする。  

 

資料１～３ページを基に説明  

 

作成の方法について、質問や意見はあるか。  

 

 広く知っていただく、参加していただくという観点から公募が

よいと考える。  

 

 他に意見がなければ、校章については公募により作成すること

としてよいか。  

 

 （異議なし）  

 

 それでは、公募により作成することとしたいと思う。  

 次に、スケジュールについて事務局に説明をお願いする。  

 

 資料３～４ページを基に説明  

 

決定までの流れと審査方法について、質問や意見はあるか。  
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B 委員  

 

 

 

事務局  

 

B 委員  

 

事務局  

 

 

C 委員  

 

事務局  

 

D 委員  

 

事務局  

 

清水副部会長  

 

 

事務局  

 

清水副部会長  

 

E 委員  

 

 

 学校運営部会による１次から３次までの審査について伺うが、

１次と２次は郵送でのやり取りで、３次は部会を開いて審査する

ということか。  

 

 その通りである。  

 

 ３次審査はいつ頃の予定か。  

 

 ２次の結果を取りまとめた後、６月下旬から７月上旬くらいに

開催する予定である。  

 

 公募はデザインのみの提出か。説明も提出してもらうのか。  

 

 デザインの説明も提出してもらう予定である。  

 

 最終的な児童投票は、在校児童のみで行うのか。  

 

 今後協議して決めていくこととなる。  

 

 他に意見がなければ、次に、公募要領について事務局に説明を

お願いする。  

 

 募集要項（案）を基に説明  

 

 募集要項について、質問や意見はあるか。  

 

 周知のためのポスターは作るのか。  
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事務局  

 

 

E 委員  

 

事務局  

 

清水副部会長  

 

 

 

清水副部会長  

 

 

事務局  

 

清水副部会長  

 

A 委員  

 

事務局  

 

 

 

E 委員  

 

 

A 委員  

 

 高校や大学などは応募用紙を一人ひとりに配付できないため、

目に付く場所にポスターの掲示をお願いする予定である。  

 

小中学校にもポスターの配付をお願いしたい。  

 

了解した。  

 

 他に意見がなければ、案のとおり進めることとしてよいか。  

 

 （異議なし）  

 

 公募については案のとおり進めることとする。  

 次に、開校・閉校事業について事務局に説明をお願いする。  

 

 資料５ページを基に説明  

 

開校・閉校事業について、質問や意見はあるか。  

 

 いつ頃スタートしたらよいのか。  

 

 市補助金の活用など予算執行が伴うものは４月以降になるが、

実行委員会の構成をどうするかなどはその前から可能である。  

開始時期は様々だが、他の地区の例が参考になると思う。  

 

実行委員会委員の構成に関して参考に申し上げるが、今年度で

現在の学校運営協議会委員は任期満了を迎える。  

 

 自治会やＰＴＡの役員なども年度当初に変更になることから、

始動は５月の連休後くらいになると思う。  
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E 委員  

 

事務局  

 

 

教育総務課長  

 

 

B 委員  

 

事務局  

 

 

 

 

F 委員  

 

教育総務課長  

 

 

F 委員  

 

教育総務課長  

 

 

清水副部会長  

 

 

 

 学校主体で実施する開校事業とは、どのようなイメージか。  

 

 資料に他の地区の実施例を掲載したが、校旗や校歌の作成など

開校に必要なものを揃える事業である。  

 

 イメージとして、閉校事業はセレモニーのようなものであり、

開校事業は開校に向けた準備のようなものである。  

 

 閉校事業は学校運営部会の委員などで検討するのか。  

 

 学校運営部会の委員を含めた閉校事業実行委員会を立ち上げ、

事業を検討し実施してもらうものである。  

他の地区では、式典に関すること、記念誌の編纂に関すること

など、それぞれ部会を組織して検討及び準備を進めている。  

 

 記念誌はどのくらい作るのか。  

 

 作成する量は、地区によって様々である。配る範囲も含めて、

実行委員会で決めていただくこととなる。  

 

 記念品はどのようなものか。  

 

 配付する範囲にもよるが、一例を申し上げると、学校の写真が

入ったクリアファイルを作成した地区もある。  

 

他に意見がなければ、事務局からの説明のとおり、開校・閉校

事業を進めることとしてよいか。  
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清水副部会長  

 

事務局  

 （異議なし）  

 

以上で本日の協議を終了し、進行を事務局にお返しする。  

 

３  事務連絡  

次回は「校章の審査」を議題とし、６月下旬頃に開催予定  

 

４  閉会  

 


